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（H２２年度版　ちば環境再生基金）
このマニュアルは、あくまで一般的な栽培方法を示したものです。参考としてください。

栽培する場合には、菜の花を定期的によく観察し、栽培状況に応じて臨機応変に対応するよう心がけてください。
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※以下に説明するタネの量、肥料の量はすべて１ａ（約30坪）当たりの量です。
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　「キザキノナタネ」、「アサカノナタネ」、「キラリボシ」等エルシン酸を含まない品種を選びます。　
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タネの量は、５０グラム（１ａあたり）が目安となりますが、耕作地の状況により決めてください。
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畑選び　○排水の良い畑を選びます。休耕田などを利用する場合は排水対策が必要です。
○キンカク病が出やすくなりますので、出来るだけ前年ナタネを作った畑への作付け（連作）は避けてください。
[image: image9.png]



耕うん
播種の１０日以上前に深くまで充分に耕し，土をできるだけ細かく砕いてやわらかくして
ください。ナタネのタネは小さいので、土のすき間が大きいとうまく芽が出ません。
元肥
以下の肥料を土全体に混ぜ合わせます。

	肥　料　名
	分　　量
	備　　　考

	苦土石灰
	５～８ｋｇ
	・土の酸度を調整します。

	化成肥料
	肥料成分で

窒素、リン酸、カリが

各１ｋｇ以内
	・農業指導者等の方に成分計算をしてもらってください。

・ホウ素（B）入り肥料が良いです。
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通常、１ａあたり１０～２０ｋｇほど収穫できます。
　　　　　　　　　収穫した種は、２、３日天日で十分乾燥させてください。（乾燥していないと油は搾れません。）また、莢やゴミ等は十分取り除いてください。
                  搾油をする場合は，財団で所有している電動搾油機を貸し出すので環境学習などに利用してください。

※　参考図書：『そだててあそぼう　ナタネの絵本』（（社）農山漁村文化協会）
ナタネの作り方





タネ選び








すじ播き（まきすじをつくって播く方法）





ビンの底などを使って円形のくぼみを作り、タネをリング状にまくと良いです。
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タネまき


耕うん





エルシン酸は、人が多量に摂取すると心臓に悪影響を与えます。





畑の準備








追　　肥


（３月上旬）








追　肥





タ ネ ま き


（10月上～中旬）





開　花





除　草








収　穫





点播（１穴づつタネまきする方法）





ナタネのタネは小さく、出てきた芽も本当に細いものです。一穴に数個タネを播くと、発芽の時に何本かの芽が同時に土を持ち上げるので地上に芽が出やすくなります。


タネを播く深さは、あまり深く播くと芽が土を持ち上げきれずに、地上に顔を出すことが出来ません。





一穴から何本か発芽してきても、あとで間引きの必要はありません。





芽が出てから除草をしないと雑草に負けてしまいます。特に、生育初期は雑草の生長が早いのでマメな草取りが必要です。





キンカク病はナタネ栽培の大敵です。


主に茎に発生します。最初茎に淡い褐色をしたカビが生えます。徐々に灰白色となり茎全体をとりまくようになります。多くの被害茎は、病斑の部分から折れてしまいます。





３月上旬になると、抽だい（とうだち）といって、株の先端に花芽を着けるようになります。この頃から根が活発に肥料を吸収するようになりますので追肥を行います。





収　　穫


（５月下旬～６月上旬）





開花はじめから６０～７０日で種子が成熟します。莢の色が８０％程度黄色味を帯びたら刈り取ります。


刈り取り後は畑に立てかけ、雨にぬれたり、鳥の被害を受けないように、上部をポリエチレンフィルムなどで覆い乾燥させます。


一週間程度乾燥させたら、シートの上で踏んだり，棒でたたくなどして脱粒し，ふるいや唐みなどで種を選別します。





栽培ごよみ





施肥量は、成分で


窒素０．２kg、カリ０．３kgほど施します。





一穴　５粒づつ　　深さ２cm








ナタネは湿害に弱いので畝の高さは15cm以上とします。





株間10～20cm





畝間60～70cm





タネが重ならないように一列にまく





板などでまきすじをつける





60～70cm





10～20cm





点播でもすじ播きでも、タネを播いてからの覆土の厚さは0.5～１cmとします。覆土を厚くすると芽が出にくくなります。





除　草





川砂を混ぜて量を増して播くと、種の偏りを少なくすることができます。





開　　花


（４月）





鳥が種や芽を食べに来るので充分注意してください。防鳥ネットをかけたり、棒を立て釣り糸やビニールひもを張る等、防鳥対策が必要となります。





種が熟してくるとカワラヒワ等の小鳥が菜種をついばみに来ます。莢の色が黄色になる前に刈り取ると、被害を防ぐことが出来ます。また、種がこぼれるのを防ぐことも出来ます。


雨にぬれると、芽が出てしまいますので気をつけてください。





湿地では、なのはなは育ちません。





搾　油








財団所有の電動搾油機（１００Ｖ、４００W）で搾油する場合に必要なもの


・ガストーチバーナー（搾油機の搾油機構部を加熱する。）


・電子レンジ（搾油するときに菜種を加熱する。鍋などで炒ってもよい。）


１時間で６～７ｋｇの菜種を処理することができます。


また、１０ｋｇの菜種から１～２Ｌの油が採れます。








なのはなエコプロジェクトでは、「キザキノナタネ」を無料で提供します。





防鳥対策
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